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部門1 単位 名称 準拠する規格 規格の名称 計算式 準拠する規格 規格の名称 説　明 単位 名称 準拠する規格 規格の名称 計算式 準拠する規格 規格の名称 説　明
L-000611 産業・業

務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の見直し

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

S-003722 95 % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0、または
JSB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0、または
JSB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

96 % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-008:2015または
HA-010:2015）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、真空式温
水発生機または無圧式
温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-008:2015
またはHA-010:2015に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-008:2015または
HA-010:2015）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、真空式温
水発生機または無圧式
温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-008:2015
またはHA-010:2015に準
拠）

クラス条件を
「-」（条件指定
なし）と表記

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の見直し

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

S-003728 91 % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0、または
JSB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0、または
JSB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

91 % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-008:2015または
HA-010:2015）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、真空式温
水発生機または無圧式
温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-008:2015
またはHA-010:2015に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-008:2015または
HA-010:2015）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、真空式温
水発生機または無圧式
温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-008:2015
またはHA-010:2015に準
拠）

クラス条件を
「-」（条件指定
なし）と表記

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の見直し

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

S-003731 89 % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0、または
JSB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0、または
JSB8418:2000

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

91 % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-008:2015または
HA-010:2015）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、真空式温
水発生機または無圧式
温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-008:2015
またはHA-010:2015に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-008:2015または
HA-010:2015）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、真空式温
水発生機または無圧式
温水発生機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-008:2015
またはHA-010:2015に準
拠）

クラス条件を
「-」（条件指定
なし）と表記

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の見直し

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

S-004517 105 % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0または
JISB8418:200
0

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

標準規格による評
価

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0または
JISB8418:200
0

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

103 % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

クラス条件を
「潜熱回収型、
LPG焚き」と表
記

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の見直し

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

S-004518 - % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0または
JISB8418:200
0

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

標準規格による評
価

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0または
JISB8418:200
0

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

- % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

クラス条件を
「潜熱回収型、
LPG焚き」と表
記

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の見直し

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

S-004519 - % ボイラ効
率

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0または
JISB8418:200
0

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

標準規格による評
価

JISB8222-
1993、
JISB8417:200
0または
JISB8418:200
0

陸用ボイラー
熱勘定方式、
真空式温水発
生機、または
無圧式温水発
生機

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、
または
JSB8418:2000に
準拠

- % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

クラス条件を
「潜熱回収型、
LPG焚き」と表
記

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の追加

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

- 105 % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

クラス条件を
「潜熱回収型、
都市ガス13A
焚き」とする、
L2-Tech水準
表情報No.を
新規追加

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の追加

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

- - % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

クラス条件を
「潜熱回収型、
都市ガス13A
焚き」とする、
L2-Tech水準
表情報No.を
新規追加

L-000611 産業・業
務（業種
共通）

温水機 ・クラス条件の見直し
・L2-Tech水準の追加

・当該設備機器の機能と
市場の実態から、クラス
条件の見直しが妥当であ
ると判断したため
・また、上記クラス条件の
設定に伴い、L2-Tech水
準を見直したため

- - % ボイラ効
率

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000または
JISB8418:2000（あるい
は、HA-035:2017または
HA-036:2017）

陸用ボイラー熱勘定方
式、真空式温水発生機、
または無圧式温水発生
機（あるいは、ガス焚潜
熱回収型真空式温水発
生機またはガス焚潜熱
回収型無圧式温水発生
機）

JISB8222-1993、
JISB8417:2000、または
JISB8418:2000に準拠
（あるいは、HA-035:2017
またはHA-036:2017に準
拠）

クラス条件を
「潜熱回収型、
都市ガス13A
焚き」とする、
L2-Tech水準
表情報No.を
新規追加

L-000600 産業・業
務（業種
共通）

蒸気ボイラ
(貫流ボイ
ラ)

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004499 - - 成績係数
（COP）

JIS B
8222:1993

陸用ボイラー
熱勘定方式

標準規格による評
価

貫流ボイラ性
能表示ガイド
ライン

貫流ボイラ性
能表示ガイド
ライン

給水温度15℃、給
気温度35℃、運転
圧力は「貫流ボイ
ラ性能表示ガイド
ライン」　表1.効率
表示圧力基準に
準拠

98 - ボイラ効
率（％）

JIS B 8222:1993 陸用ボイラー熱勘定方
式

JISB8222-1993に準拠 貫流ボイラ性能表示ガイ
ドライン

貫流ボイラ性能表示ガイ
ドライン

給水温度15℃、給気温
度35℃、運転圧力は「貫
流ボイラ性能表示ガイド
ライン」　表1.効率表示圧
力基準に準拠

L2-Techリスト
No.を「L-
000600」に修
正

L-000624 産業・業
務（業種
共通）

自然冷媒冷
凍冷蔵コン
デンシング
ユニット

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-003816 - - 成績係数
（COP）

JRA4019：
2014

コンデンシング
ユニット

COP=Φ/P、COP:
成績係数、Φ:定格
能力[W]、P:定格消
費電力 [W]

JRA4019：
2014

コンデンシング
ユニット

JRA4019：2014に
準拠

1.84 - 成績係
数
（COP）

JRA4019：2014 コンデンシングユニット COP=Φ/P、COP:成績係
数、Φ:定格能力[W]、P:
定格消費電力 [W]

JRA4019：2014 コンデンシングユニット JRA4019：2014に準拠

設備・
機器等の

名称
変更の概要 変更の理由

L2-Tech

水準表
情報№

L2-Tech

水準

指　標
備考

2018年度L2-Tech水準表の主な変更点

指　標
測定単位 計算方法 試験条件測定単位 計算方法 試験条件

L2-Tech

水準

2018年度L2-Tech水準表（素案）　（変更前：取消線） 2018年度L2-Tech水準表　（変更後：赤字）
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L-000624 産業・業
務（業種
共通）

自然冷媒冷
凍冷蔵コン
デンシング
ユニット

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-003824 - - 成績係数
（COP）

JRA4019：
2014

コンデンシング
ユニット

COP=Φ/P、COP:
成績係数、Φ:定格
能力[W]、P:定格消
費電力 [W]

JRA4019：
2014

コンデンシング
ユニット

JRA4019：2014に
準拠

0.95 - 成績係
数
（COP）

JRA4019：2014 コンデンシングユニット COP=Φ/P、COP:成績係
数、Φ:定格能力[W]、P:
定格消費電力 [W]

JRA4019：2014 コンデンシングユニット JRA4019：2014に準拠

L-000690 産業・業
務（業種
共通）

ガスエンジ
ンコージェ
ネレーショ
ン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-003804 41.6 % 発電効率 JISB8121:200
9

コージェネレー
ションシステム
用語

JISB8121:2009に
準拠

JISB8122:200
9

コージェネレー
ションユニット
の性能試験方
法

JISB8122:2009に
準拠

40.3 - 成績係
数
（COP）

JRA4019：2014 コンデンシングユニット COP=Φ/P、COP:成績係
数、Φ:定格能力[W]、P:
定格消費電力 [W]

JRA4019：2014 コンデンシングユニット JRA4019：2014に準拠

L-000848 家庭 ルームエア
コン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004173 7.6 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

7.9 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠 JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠

L-000848 家庭 ルームエア
コン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004185 6.8 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

7.1 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠 JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠

L-000848 家庭 ルームエア
コン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004190 6.6 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

6.9 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠 JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠

L-000848 家庭 ルームエア
コン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004193 6.3 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

6.5 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠 JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠

L-000848 家庭 ルームエア
コン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004195 5.8 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

6.2 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠 JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠

L-000848 家庭 ルームエア
コン

・L2-Tech水準の見直し ・当該クラスに該当する
製品が新たに確認でき、
水準の変更が必要と判
断したため

S-004202 5.2 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

JISC9612:200
5

ルームエアコ
ンディショナ

JISC9612:2005に
準拠

5.5 - 通年エネ
ルギー消
費効率
（APF）

JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠 JISC9612:2005 ルームエアコンディショナ JISC9612:2005に準拠
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